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まちのニュース8 内子町環境子ども会議／大瀬小学校新校舎落成記念事業　他

14 現場百景フォトリポート

◉内子町消防出初式の一斉放
水が２月19日、凧博物館前の
河川敷で行われました。
　写真は消防団員になって10
年になる熊野健

つよ し

志さん＝内子
10 ＝と応援に来ていた愛

あ い な

菜
ちゃん（６つ）と彩

さ ら

愛ちゃん（３
つ）です。熊野さんが放水す
る姿に娘さん２人から「パパ、
かっこいいー」と声援が飛ん
でいました。出初式の詳細は、
10・11ページをご覧ください。

松田　翠
あきら

くん　立川小学校６年（日之地）

ゲームクリエイターになって

みんなが楽しめるゲームを作りたい

　僕はコンピューターゲームが大好きです。特に好きなのは任
天堂の「マリオ」です。いろいろなコースを攻略しながら、冒険
を進めるところが面白いです。今は、休みの日に友達と集まっ
てゲームをすることが、１番の楽しみです。ゲームをしていて
友達から、「上手だね」と言われるとうれしくなります。
　夢はゲームクリエイターになることです。自分でコースを自
由に作ることができる「マリオメーカー」をしたことがきっか
けで、ゲームの制作をしたいと思うようになりました。ゲーム
は初心者も経験者も、大人も子どもも関係なく、みんなで楽し
めるところが魅力です。そんなゲームが作れるように、いろい
ろな種類のゲームに挑戦して、詳しくなりたいです。いつか自
分の作ったゲームが有名になって、世界中の人が夢中になって
くれたらうれしいです。
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時
間
の
流
れ
の
中
で
、

未
来
に
向
け
て
風
を
吹
か
そ
う
と
思
え
ば
、

そ
れ
を
で
き
る
の
は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
だ
け
―
―

私
た
ち
の
町
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

今
、
何
を
す
る
べ
き
な
の
で
し
ょ
う
か
。

今
月
の
特
集
で
は
、
三
期
目
を
迎
え
た

稲
本
隆た

か
と
し壽

町
長
の
所
信
表
明
な
ど
を
掲
載
し
、

こ
れ
か
ら
の
内
子
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

私
た
ち
が
つ
く
る
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来

―特 集―



い
う
目
標
を
、
し
っ
か
り
と
掲
げ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　　

引
き
続
き
、
地
場
産
品
の
販
路
拡

大
と
農
家
の
担
い
手
確
保
に
取
り
組

み
、
多
様
な
雇
用
を
創
出
し
ま
す
。

東
京
や
大
阪
な
ど
大
都
市
圏
で
の
販

売
促
進
を
続
け
る
と
と
も
に
、
海
外

へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
も
力
を
入
れ
ま

す
。
ま
た
農
産
物
の
品
質
向
上
や
ブ

ラ
ン
ド
化
、
新
規
作
物
や
加
工
品
の

開
発
に
よ
り
販
売
力
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
で
、
後
継
者
や
新
規
就
農
者
を

増
や
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
農
業
の

魅
力
を
若
者
に
伝
え
、
事
業
継
承
や

起
業
を
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

29
年
度
か
ら
林
業
の
６
次
産
業
化

を
形
に
す
る
作
業
に
入
り
ま
す
。
内

子
町
の
木
に
付
加
価
値
を
付
け
、
販

路
を
確
保
し
、
発
電
な
ど
も
し
な
が

ら
木
材
を
使
い
切
る
―
―
。
そ
ん
な

循
環
を
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
始
ま

り
ま
す
。

　　

ま
ず
考
え
た
い
の
は
、
内
子
町
の

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
で

す
。
子
ど
も
た
ち
が
内
子
町
で
、
ま

た
自
分
の
人
生
の
中
で
、
豊
か
な
未

来
を
築
け
る
よ
う
な
素
地
を
つ
く
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

ふ
る
さ
と
教
育
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

こ
の
ま
ち
で
営
ま
れ
て
い
る
産
業
を

途
絶
え
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
発
展
さ

せ
て
い
く
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
町

内
の
企
業
や
農
業
、
林
業
な
ど
に
携

わ
る
人
々
の
薫
陶
を
受
け
る
機
会
や

環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
中
で
地
域
に
関
心
を
持
ち
、
将

来
内
子
町
で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
若

者
が
育
つ
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
教
育
行
政
に
関
わ
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
す
が
、
英
語
教
育
に
力

を
注
ぎ
、
実
社
会
で
宗
教
や
文
化
が

違
う
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
れ
る
、
ビ
ジ
ネ
ス
が
展
開
で
き

る
、
そ
ん
な
若
者
を
育
て
て
い
く
と

ふ
る
さ
と
教
育
で
未
来
を
拓
く

林
業
の
６
次
産
業
化
を
実
現

三
期
目
の
決
意

無
投
票
再
選
を
決
め
、
三
期
目
に
入
っ
た
稲
本
町
政
―
―

さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
す
稲
本
隆た

か
と
し壽
町
長
が
、
所
信
を
語
り
ま
す
。
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内
子
商
店
街
の
無
電
柱
化
に
取
り

組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
の
商

店
街
に
は
複
数
の
電
線
が
張
り
巡
ら

さ
れ
、
景
観
を
阻
害
す
る
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
防
災

上
の
課
題
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
き

れ
い
な
青
空
が
広
が
る
商
店
街
に
す

れ
ば
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
空
気
感

が
流
れ
て
く
る
と
期
待
で
き
ま
す
。

電
力
や
通
信
会
社
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
協
力
を
お
願
い
し
て
、
達
成
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　　

町
内
滞
在
型
の
舞
台
・
芸
術
の
誘

致
に
も
取
り
組
み
ま
す
。
内
子
町
を

世
界
に
向
け
て
情
報
を
発
信
す
る
手

段
は
、
芸
術
・
文
化
・
歴
史
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
、
森
山
未み

ら
い來

さ
ん
が
１
カ

月
間
、
内
子
町
に
滞
在
し
、
町
の
人

た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
な
が
ら
、
素
晴
ら
し
い
舞
台
を
つ

く
り
ま
し
た
。
あ
の
よ
う
な
舞
台
が

毎
年
、
あ
る
い
は
２
年
に
１
度
で
も

で
き
る
環
境
が
整
う
な
ら
、
日
本
だ

け
で
な
く
、
世
界
か
ら
大
勢
の
お
客

さ
ん
が
来
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
東

京
を
目
指
さ
な
く
て
も
、
こ
の
町
で

世
界
と
出
会
え
る
―
―
。
そ
う
い
う

町
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
つ
く
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

重
要
な
の
は
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
で
す
。
学
校
な
ど
の
耐
震
化

は
進
み
ま
し
た
が
、
自
治
会
館
や
消

防
詰
所
、
橋
な
ど
の
災
害
時
に
拠
点

と
な
る
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
が
老
朽
化

し
、
十
分
な
機
能
を
備
え
て
い
な
い

箇
所
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
改
修

は
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
が
、
多

少
前
倒
し
に
し
て
で
も
行
い
、
い
つ

起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え

ま
す
。
ま
た
現
在
運
行
し
て
い
る
デ

マ
ン
ド
バ
ス
を
、
よ
り
利
便
性
の
高

い
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

　　

そ
れ
ら
の
他
に
も
、
取
り
組
む
べ

き
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
健

全
な
財
政
に
留
意
し
な
が
ら
、
あ
ら

ゆ
る
面
に
目
を
配
り
、
一
つ
一
つ
の

業
務
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
町

民
の
皆
さ
ん
の
活
力
を
失
わ
な
い

よ
う
、『
第
２
期
内
子
町
総
合
計
画
』

『
内
子
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
総
合
戦
略
』

を
念
頭
に
お
い
た
施
策
を
展
開
し
、

持
続
的
に
発
展
し
続
け
る
ま
ち
を
目

指
し
ま
す
。

電
柱
の
な
い
内
子
商
店
街
に

内
子
町
を
世
界
に
発
信

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

元
気
で
魅
力
あ
る
町
を
未
来
に

内子に誇りをもって
　　　　未来を拓く――

内子町長　稲本隆壽

―特 集― 私たちがつくる、子どもたちの未来

2017. 3   広報うちこ  5 2017. 3   広報うちこ  5



　

林
業
６
次
産
業
化
で
は
、
木
材
の
生

産
、
加
工
、
販
売
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
一
貫
し
て
行
い
ま
す
。
そ
の
核
と
な

る「
内
子
版
地
域
商
社
」
を
設
立
し
、

山
林
が
８
割
を
占
め
る
内
子
町
の
林
業

を
活
性
化
す
る
計
画
で
す
。

　

間
伐
を
し
て
き
れ
い
な
森
を
育
て
な

け
れ
ば
、
品
質
の
い
い
木
材
は
作
れ
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
課
題
と
な
る
間
伐
の
促

進
を
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
を
す
る
こ
と

で
解
決
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
売

電
に
よ
り
間
伐
材
の
価
値
を
高
め
る
の

で
す
。
ま
た
発
電
の
際
に
発
生
す
る
熱

は
、
木
材
の
乾
燥
に
再
利
用
し
ま
す
。

山
が
き
れ
い
に
な
る
こ
と
で
、
土
砂
災

害
の
減
少
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

運
搬
費
の
削
減
や
木
材
置
き
場
の

確
保
な
ど
、
課
題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
ま
た
健
全
な
森
林
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
計
画
的
な
整
備
が
必
要

で
す
。
こ
の
取
り
組
み
が
進
め
ば
、
雇

用
が
生
ま
れ
、
経
済
効
果
も
期
待
で
き

ま
す
。
林
業
が
成
長
産
業
の
１
つ
と
し

て
１
０
０
年
、
２
０
０
年
と
続
く
仕
組

み
を
つ
く
る
た
め
、
関
係
す
る
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

未来を拓く作戦会議
稲本町長の所信表明の中から、２つの計画の概要をお伝えします。また、町の人たちに今後の
まちづくりに期待することや取り組んでほしいことを聞いたので、その内容を紹介します。人
口減少をはじめとするさまざまな課題を乗り越え、子どもたちが希望を持てる未来を切り拓く
ために、私たちは何ができるのか、行政は何をするべきなのか――。一緒に考えてみませんか。

木の育成から魅力的な製品や住宅の製造・販売まで
を地域で連携して、経済が循環する仕組みをつくる

森山さんとエラ・ホチルドさんが、27
年７月号の『広報うちこ』でＡＩＲに
ついて語ってくれた

　

滞
在
型
の
創
作
活
動（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト・

イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
。以
下
Ａ
Ｉ
Ｒ
）の
拠

点
と
し
て
、
内
子
町
を
発
信
し
ま
す
。

　

Ａ
Ｉ
Ｒ
の
先
進
事
例
に
は
、
秋
吉
台

国
際
芸
術
村
や
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
公
募
に
よ
っ
て
選

ば
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
き
、
年
間
を

通
し
て
活
動
。
作
品
の
発
表
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
魅

力
を
世
界
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

内
子
町
で
も
、
27
年
度
に
森
山
未
來

さ
ん
が
滞
在
し
た
ほ
か
、
四
国
学
院
大

学
・
演
劇
部
の
合
宿
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
舞
台
芸
術
の
発
表
の
場
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ
・
ア
マ
を
問
わ

ず
、
芸
術
活
動
を
す
る
人
た
ち
や
町
民

と
の
交
流
の
場
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
文
化
の
土
壌
が
豊
か
に
な
り
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
も
い
い
影
響
が

あ
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
舞
台
関
係
だ
け
で
な
く
、
音
楽

や
芸
術
に
携
わ
る
人
も
誘
致
。
内
子
座

だ
け
で
な
く「
お
山
の
学
校
な
が
た
」

「
交
友
館
」な
ど
、
既
存
施
設
の
利
用
を

促
進
す
る
計
画
で
す
。
29
年
度
に
は
立

川
志
の
輔
師
匠
の
お
弟
子
さ
ん
の
Ａ
Ｉ

Ｒ
を
計
画
中
。
７
～
10
日
間
、
内
子
町

に
滞
在
し
な
が
ら
落
語
講
座
や
公
演
を

行
う
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
で「
拠
点
施
設
の

整
備
が
足
り
な
い
」な
ど
の
課
題
が
見

え
て
い
ま
す
。
地
元
の
人
た
ち
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
積
極
的
に
内
子
町
の
Ａ

Ｉ
Ｒ
を
世
界
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

未来を
拓く
戦略

未来を
拓く
戦略

滞
在
型
舞
台
・
芸
術
の
誘
致

林
業
の
６
次
産
業
化

木
材
の
価
値
を
高
め
、

美
し
い
山
を
守
り
な
が

ら
育
て
る

内
子
町
の
観
光
資
源
、

歴
史
・
文
化
・
芸
術
を

世
界
に
向
け
て
発
信

私たちも考えよう

①

②
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手漉き和紙や和蝋燭などの伝統
工芸は内子町の誇りです。総合的
な学習の時間で学び、後継者を途
絶えさせてはいけないと思いまし
た。僕たちも手伝うので、子ども
たちに伝統工芸の良さを伝える取
り組みに、力を入れてほしいです。

❷河井斗
と わ

和さん（左）

　上本聡
そ う た

大さん（右）

後継者がなく悩んでいる人が多
いです。若い人が住まなければ人
口もどんどん減り、商売も成り立
ちません。商店街も頑張っていま
すが、資金や人手が不足していま
す。町の職員にも力を貸してもら
い、新しい風を吹かせたいです。

❼山岡あけみさん

子どもたちが伸び伸びと育つため
に、遊ぶ場所やお母さんたちが安
心して働ける環境を作ってほしい
です。働く場所がなければ、子ど
もも町に残ることはできません。
子どもたちを宝物のように大切に
する町であれば、うれしいです。

❶平真
ま ち こ

知子さん、莉
り こ

子ちゃん 

本物の芸能に触れる機会を増やし
て、文化芸能活動の裾野を広げて
ほしいです。そのためには、出演
者も来場者も来やすくなるように
町内や県内の劇場が連携し、負担
する費用の軽減や宣伝力・広報力
の向上を図るべきだと思います。

❹徳田幸
こ う じ

治さん 

内子産の食品は質が高く、「安全・
安心」に自信を持って食卓に届
けられます。これを貫き、誇りを
持って畜産業や農業を続けるため
に、海外への販路拡大や新鮮なま
ま食品を届けるシステムの確立な
どに取り組んでほしいです。

❺力石　亘
わたる

さん

３月末に近くの農協がなくなるそ
うです。いつも買い物に行ってい
たので、不便になります。みんな
と集まる場所でもあったので、寂
しいですね。友だちと気軽に集ま
れる場所や移動する手段を増やし
てほしいです。

❸酒井安
や す こ

子さん

花屋です

林業は長い年月を掛け、きれいな
山をつなぐ仕事です。だから若い
世代の育成が重要。機械化が進み、
やりやすくなりましたが、安全面の
費用には負担感があります。担い
手を確保するために、教育や補助
などで、ぜひ力を貸してください。

❻宮内　聖
さとる

さん 
牛を育ててます

内子高校
２年生です劇団員を

しています

林業してます

老後を

楽しんでます

私のママです

町民の皆さんにインタビュー

再選した稲本町長に期待している

こと、取り組んでほしいことを聞
いてみました。

＼言っちゃえ／

―特 集― 私たちがつくる、子どもたちの未来
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体
験
し
て
学
ぶ
大
切
な
こ
と
―
―

町
内
の
子
ど
も
た
ち
の
環
境
会
議

　
「
平
成
28
年
度
内
子
町
環

境
子
ど
も
会
議
」（
内
子
町
・

内
子
町
教
育
委
員
会
主
催
）

が
２
月
８
日
、
内
子
町
共
生

館
で
開
か
れ
、
町
内
全
て
の

小
・
中
学
校
か
ら
３
３
１
人

の
児
童
・
生
徒
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

ま
ず
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
松
田
久ひ

さ
し司

さ
ん
が「
内
子

に
い
る
セ
ミ
は
何
種
類
？
」

と
題
し
た
講
話
で
、
内
子
町

の
環
境
の
多
様
性
な
ど
を
紹

介
。
そ
の
後
、
環
境
活
動
な

１ 

森
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
挑
戦

す
る
児
童
た
ち　

２
完
成
し
た
廃

食
油
の
キ
ャ
ン
ド
ル

ど
に
取
り
組
む
企
業
や
団
体

の
協
力
で
、
９
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
て
体
験
型
学
習
を

行
い
ま
し
た
。

　

廃
食
油
で
石
け
ん
や
キ
ャ

ン
ド
ル
を
作
る
体
験
や
手

作
り
の
顕
微
鏡
で
微
生
物

を
観
察
す
る
体
験
な
ど
が
あ

り
、
参
加
し
た
織
田
優ゆ

わ波
さ

ん（
内
子
小
５
年
）は「
世
界

に
１
つ
だ
け
の
顕
微
鏡
を
作

れ
て
良
か
っ
た
。
い
ろ
い
ろ

な
も
の
を
観
察
し
て
み
た
い
」

と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

小
野
植
正
久
副
町
長

第
３
期
稲
本
町
政
の
始
動
に
あ
た
り

小
野
植
正
久
氏
を
副
町
長
に
選
任

　

稲
本
隆た

か
と
し壽

内
子
町
長
の
再

選
後
、
初
め
て
の
内
子
町
議

会
臨
時
会
が
２
月
14
日
に
開

か
れ
、
人
事
案
件
を
中
心
に

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
、
任
期
満
了
に

伴
う
稲
田
繁し

げ
る

副
町
長
の
後

任
に
、
内
子
町
八
日
市
・
護

国
町
並
保
存
セ
ン
タ
ー
所
長

の
小
野
植
正ま

さ
ひ
さ久

氏
を
選
任
す

る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
２
月
16
日
か
ら
４
年

間
で
す
。

　

小
野
植
副
町
長
は「
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ん
が
元
気

で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

に
な
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
の
解
決
に
誠
心
誠
意

努
力
し
た
い
」
と
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

1

２

「
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ
フ
ィ
ス
」な
ど
の
先

進
事
例
を
紹
介
す
る
大
南
さ
ん

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

町
内
の
41
自
治
会
が
研
究
大
会
に
集
結

　
「
平
成
28
年
度
内
子
町
自

治
会
活
動
研
究
大
会
」（
内

子
町
教
育
委
員
会
他
主
催
）

は
２
月
４
日
、
内
子
町
共
生

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
八
日
市
、
西
沖
、
平

野
自
治
会
が
、
各
活
動
を
報

告
。
景
観
や
文
化
を
自
分
た

ち
で
守
る
様
子
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
自
治
会
に
加
入

し
な
い
世
帯
が
増
え
て
い
る

現
状
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

次
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン

バ
レ
ー
理
事
長
・
大
南
信し

ん
や也

さ
ん
が「
神
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
日
本
の
田
舎
を
ス
テ
キ
に

変
え
る
～
」と
題
し
て
講
演
。

ア
ー
ト
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

や
移
住
・
定
住
促
進
の
事
例

を
紹
介
し
ま
し
た
。
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坊
っ
ち
ゃ
ん
姿
の
マ
ラ
ソ

ン
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
知
ら
れ

る
伊
達
勇は

や
と人

さ
ん
＝
上
宿
間

＝
が
、
こ
の
ほ
ど「
下げ

た駄
を
履

い
て
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
走
る
最

速
記
録
」
で
、
ギ
ネ
ス
世
界

記
録
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

28
年
10
月
30
日
に
大
阪
マ

ラ
ソ
ン
で
作
っ
た
も
の
で
、

記
録
は
５
時
間
35
分
31
秒
。

友
人
３
人
が
一
緒
に
走
り
、

動
画
や
写
真
を
撮
影
し
て
記

録
を
証
明
し
ま
し
た
。
伊
達

さ
ん
は「
５
年
前
は
証
拠
不

十
分
で
ギ
ネ
ス
に
認
定
さ
れ

な
か
っ
た
の
で
、
仲
間
に
感

謝
し
て
い
る
。
愛
用
し
て
い

る
宮
部
木
履
工
場
の
下
駄
の

素
晴
ら
し
さ
も
広
ま
れ
ば
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
の
認
定
書
と
愛
用
の

下
駄
を
手
に
す
る
伊
達
さ
ん

世
界
最
速
の
下
駄
ラ
ン
ナ
ー
が
誕
生

伊
達
さ
ん
の
記
録
が
ギ
ネ
ス
認
定

　

平
成
28
年
愛
媛
県
市
町
広

報
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が

１
月
17
日
に
開
か
れ
、『
広

報
う
ち
こ
』
が
広
報
紙
・
町

部
で
５
年
連
続
の
特
選
、
一

枚
写
真
と
組
写
真
の
部
で
入

選
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

講
評
で
は「
設
立
40
年
の

町
並
保
存
会
を
取
り
上
げ
た

特
集
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の

歴
史
と
広
が
り
を
感
じ
た
。

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
や
誇
り

が
伝
わ
る
紙
面
」
と
高
い
評

価
を
受
け
ま
し
た
。

　

受
賞
は
、
い
つ
も
す
て
き

な
笑
顔
や
頑
張
る
姿
を
見
せ

て
く
れ
る
皆
さ
ん
、
読
ん
で

応
援
し
て
く
れ
る
皆
さ
ん
の

お
か
げ
で
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

28
年
愛
媛
県
市
町
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

「
広
報
う
ち
こ
」が
５
年
連
続
の
特
選

広報紙町部で特選を受賞した『広報うちこ』12月号

新
し
い
校
舎
の
完
成
を
み
ん
な
で
祝
う

大
瀬
小
学
校
の
落
成
記
念
事
業

 　
「
大
瀬
小
学
校
新
校
舎
落

成
記
念
事
業
」（
同
実
行
委
員

会
、内
子
町
主
催
）が
２
月
25

日
、
同
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
稲
本
隆た

か
と
し壽

町
長

が「
何
十
年
も
掛
け
て
育
て

た
銘
木
を
、
子
ど
も
の
未
来

の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
設
計
や
施
工
で
も
卓

越
し
た
技
術
を
発
揮
し
て
も

ら
い
、
大
江
文
学
の
ふ
る
さ

と
に
ふ
さ
わ
し
い
木
造
校
舎

に
な
っ
た
。
皆
さ
ん
の
ご
支

援
に
感
謝
す
る
」
と
あ
い
さ

１ 

新
校
舎
前
で
神
事
が
行
わ
れ

た　

2
校
舎
建
設
に
尽
力
し
た
皆

さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た

つ
。
小
学
生
を
代
表
し
て
大

程
幸ゆ

き
と翔

く
ん（
６
年
）が「
毎

日
働
く
人
の
姿
や
、
木
を
切

り
出
す
仕
事
な
ど
を
見
て
、

多
く
の
人
が
頑
張
っ
て
完
成

し
た
校
舎
だ
と
感
じ
た
。
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
大

切
に
使
い
ま
す
」
と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
和
太
鼓
集
団

「
和
達
」
の
演
奏
や
感
謝
状

の
贈
呈
、
餅
ま
き
な
ど
が
行

わ
れ
、
新
し
い
校
舎
の
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

１

２
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「
平
成
29
年
内
子
町
消
防
出
初
式
」は
２
月
19
日
、
内
子
町
運
動
公
園
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
稲
本
隆た

か
と
し壽
町
長
や
中
田
厚あ

つ
ひ
ろ寬
内
子
町
議
会
議
長
を
は
じ
め
多
数
の

関
係
者
が
出
席
。
髙
橋
賢け

ん
じ次

団
長
以
下
、
６
４
１
人
が
参
加
し
、
規
律
あ
る
式

典
で
団
結
力
と
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
団
員
や
関
係
者

の
功
績
を
た
た
え
て
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1_車両点検前に整列する団員　2_式の進行を務めた内子消防団・
女性部のメンバー　3_式典に花を添えたラッパ隊の皆さん。開式
前のリラックスした表情　4_五十崎凧博物館の前では、ポンプ車
と小型ポンプが一斉放水を披露４

立
川
分
団　
　

部
長　

福
田
和
明

　
　
　
　
　
　

班
長　

福
岡
茂
寿

　
　
　
　
　
　

班
長　

武
田
修
治

　
　
　
　
　
　

班
長　

田
上
利
幸

　
　
　
　
　
　

団
員　

西
岡
良
典

　
　
　
　
　
　

団
員　

池
田
文
夫

五
十
崎
方
面
隊

中
央
分
団　
　

団
員　

井
口
丈
典

五
十
崎
分
団　

班
長　

沼
井
泰
三

　
　
　
　
　
　

班
長　

山
本　

正

　
　
　
　
　
　

班
長　

沖
見
吉
広

平
岡
分
団　
　

部
長　

植
田
和
広

天
神
分
団　
　

部
長　

宮
岡
直
之

御
祓
分
団　
　

班
長　

河
内
忠
司

小
田
方
面
隊

小
田
分
団　
　

団
員　

堀
本
桂
一

　
　
　
　
　
　

団
員　
森
岡
美
貴
男

　
　
　
　
　
　

団
員　

上
中
裕
二

参
川
分
団　
　

団
員　

靍
田　

亮

田
渡
分
団
副
分
団
長　

上
野　

茂

　
　
　
　
　
　

団
員　

福
岡
広
匡

　
　
　
　
　
　

団
員　

神
岡
孝
良

中
央
分
団　

分
団
長　

宮
脇
敏
臣

天
神
分
団
副
分
団
長　

西
野
清
志

御
祓
分
団
副
分
団
長　

髙
山
文
雄

小
田
方
面
隊

参
川
分
団　

分
団
長　

鯉
口
浩
二

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）　

内
子
方
面
隊

立
川
分
団　

分
団
長　
　

地
好
尚

小
田
方
面
隊

小
田
分
団　

分
団
長　

筒
井
光
夫

田
渡
分
団　

分
団
長　

山
田
満
春

（
勤
続
章
）

内
子
方
面
隊

内
子
分
団
副
分
団
長　

渡
部
文
人

　
　
　
　
　
　

団
員　
　

我
哲
生

五
城
分
団　
　

部
長　

松
本
大
助

　
　
　
　
　
　

班
長　

木
村
哲
平

　
　
　
　
　
　

班
長　

圡
居
和
博

　
　
　
　
　
　

班
長　

本
田
正
人

　
　
　
　
　
　

団
員　

池
田　

修

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）

五
十
崎
方
面
隊

　
　
　
　

方
面
隊
長　

谷
岡
和
彦

（
精
績
章
）

五
十
崎
方
面
隊

平
岡
分
団　

分
団
長　

松
本
利
安

御
祓
分
団　

分
団
長　

季
羽　

壽

（
勤
続
章
）

内
子
方
面
隊

大
瀬
分
団　
　

団
員　

河
内　

寿

　
　
　
　
　
　

団
員　

大
森
慎
次

満
穂
分
団　
　

部
長　

大
野
伸
一

五
十
崎
方
面
隊

中
央
分
団　

分
団
長　

宮
脇
敏
臣

五
十
崎
分
団
副
分
団
長　

西
田
一
朗

小
田
方
面
隊

小
田
分
団　
　

団
員　
奥
田
多
茂
津

愛
媛
県
知
事
表
彰

（
功
労
章
）

五
十
崎
方
面
隊

1

地
域
防
災
の
要
・
６
４
１
人
の
消
防
団
員
が
集
結

「
平
成
29
年
内
子
町
消
防
出
初
式
」

２

３
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家
族
内
助
の
功
労
者
表
彰

永
田
秀
明
氏
の
妻　
　
永
田
か
お
り

優
良
団
体
表
彰

西
沖
自
主
防
災
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

久
保
和
繁

上
川
自
主
防
災
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

大
野
利
明

大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

（
勤
続
章
）

内
子
方
面
隊

五
城
分
団　
　

団
員　

高
岡
雄
太

大
瀬
分
団　
　

団
員　

嶋
﨑　

崇

立
川
分
団　
　

団
員　

下
栁
直
辞

満
穂
分
団　
　

団
員　

山
本
範
彦

五
十
崎
方
面
隊

五
十
崎
分
団　

団
員　

山
根
大
志

　
　
　
　
　
　

団
員　

清
水
亀
久

　
　
　
　
　
　

団
員　

山
中
和
彦

　
　
　
　
　
　

団
員　

森
川　

剛

平
岡
分
団　
　

団
員　

梶
原
明
徳

　
　
　
　
　
　

団
員　

福
山
良
太

　
　
　
　
　
　

団
員　

中
岡
一
将

天
神
分
団　
　

団
員

御
祓
分
団　
　

団
員　

熊
野
慎
也

小
田
方
面
隊

小
田
分
団　
　

団
員　

森
岡　

光

　
　
　
　
　
　

団
員　

重
松　

豪

　
　
　
　
　
　

団
員　

中
岡
龍
二

参
川
分
団　
　

団
員　

船
本
隼
人

田
渡
分
団　
　

団
員　

冨
岡　

享

（
規
律
章
）

内
子
方
面
隊

内
子
分
団　
　

団
員　

林　

証
道

五
城
分
団　
　

団
員　

清
水
亮
太

大
瀬
分
団　
　

団
員　

寺
岡
賢
治

五
十
崎
方
面
隊

天
神
分
団　
　

班
長　

平
田
拓
也

　
　
　
　
　
　

団
員　

飛
野
一
弘

小
田
方
面
隊

田
渡
分
団　
　

団
員　

水
田
竜
一

内
子
町
長
表
彰

女
性
部　
　
　

班
長　

泉　

忍

内
子
方
面
隊

五
城
分
団　
　

団
員　

中
野
見
秀

　
　
　
　
　
　

団
員　

稲
田
茂
文

　
　
　
　
　
　

団
員　

稲
田
茂
文

　
　
　
　
　
　

団
員　

中
谷
太
郎

立
川
分
団　
　

団
員　

石
井
隆
樹

　
　
　
　
　
　

団
員　

木
下　

隆

　
　
　
　
　
　

団
員　

久
保
秀
文

満
穂
分
団　
　

団
員　

岡
田
智
也

五
十
崎
方
面
隊

五
十
崎
分
団　

団
員　

竹
本
誠
司

　
　
　
　
　
　

団
員　

水
沼　

太

平
岡
分
団　
　

団
員　

宮
部
和
也

　
　
　
　
　
　

団
員　

岡
田　

大

御
祓
分
団　
　

団
員　

力
石
浩
介

小
田
方
面
隊

小
田
分
団　
　

団
員　

冨
岡
辰
也

田
渡
分
団　
　

団
員　

宮
岡
和
夫

参
川
分
団　
　

団
員　

余
田　

亘

無
火
災
報
酬

７
年　

満
穂
分
団
、
平
岡
分
団

４
年　

天
神
分
団

２
年　

五
城
分
団
、
田
渡
分
団

１
年　

立
川
分
団

※
順
不
同
、
敬
称
略

6

６

７

８
5_ポンプ車操法を内子・小田の２分団、小型ポンプ操法を大瀬・
満穂・五十崎・参川の４分団が披露した　6_息の合った小隊訓
練を披露した立川分団　7_表彰を受ける女性部の泉忍さん
8_受賞者代表謝辞を述べた中央分団分団長の宮脇敏臣さん

　まちのニュース「消防出初式」特別版NEWS&NEWS

５



◉身近な情報をお寄せください。　総務課　広報・広聴係　☎０８９３（４４）６１５１

広報うちこ   2017. 3 12

　陶人形作家・善めいさんから長田地区のまめなぎ会に
寄贈された「夢わらべ人形」を沿道に設置する「山里ロー
ド開設記念式」（まめなぎ会主催、太田利

と し え

栄会長）が２月
５日、お山の学校ながたで開かれました。式では寄贈さ
れた30体の人形が披露された他、記念碑の除幕が行われ
ました。太田会長は「やさしい顔の人形がお出迎えするの
で、ぜひ長田地区へ足を運んで」と呼び掛けました。

かわいらしい人形がお出迎え――
善めいさんが陶人形を長田地区に寄贈

　「ふるさとCM大賞えひめ2017」（愛媛朝日テレビ主催）
の審査会が２月 12 日、松山市総合コミュニティセンター
で開かれました。内子町からは有志が、和紙職人などの
手に注目した作品・『手』で参加。「作業で汚れた手や武
骨な手から、伝統工芸の魅力が伝わってくる」と評価さ
れ、CM放送回数 100 回の愛媛県知事賞を受賞しました。
作品は４～９月の間に、愛媛朝日テレビで放送されます。

職人の手が魅せる「ふるさとＣＭ」
放送回数100回の愛媛県知事賞を受賞

夢わらべ人形を設置する善めいさん（左）

シイタケ、ホントに生えるかな
立川小で「シイタケ植菌教室」

　森林に親しむ心を育もうと「シイタケ植菌教室」（内子
町林業研究グループ主催）が２月17日、立川小学校で開
かれました。教室ではまず、木の種類や山の持つ機能な
どを学んだ後、植菌作業に移りました。児童は内子町産
のクヌギの木にドリルで穴を空け、一つ一つ丁寧に菌を
植えていました。小田星

せ い か

華さん（立川小６）は「シイタケ
が好きなので、収穫が待ち遠しい」と笑顔でした。

中村時
ときひろ

広愛媛県知事と有志の皆さんで記念撮影

町並みを歩きながら見どころを紹介する高校生たち

　内子高校の２年生 20 人は１月 29 日、愛媛大学の外国
人留学生を迎えて、町並みなどを英語で案内しました。
この取り組みは英語学習の一環で、昨年６月から内子町
外国語ガイドの会と協力して準備を進めてきました。
　上我邸の案内をした城戸美

み ゆ

結さんは「緊張したけれど
苦手だった英語を少し好きになった。地域のことも学べ
ていい経験ができた」と振り返りました。

Ｄ
ド キ

ＯＫＩ・Ｄ
ド キ

ＯＫＩのおもてなし
高校生が英語で観光ボランティアガイド

金づちでクヌギに菌を植える児童たち



うちこ往来
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　「金婚祝賀会」（内子町社会福祉協議会４分会主催）が２
月20日、内子自治センターで開かれました。対象の内子・
五城・立川・満穂分会から 10 組が参加。来賓の皆さん
から「長い人生を夫婦で乗り越えてきた皆さんは、私た
ちの目標。これからも元気で仲良く頑張ってほしい」と祝
辞があった他、求

ぐどうさんげんゆ う よ う か い

道三絃由謡会による津軽三味線の演奏
などがあり、夫婦で歩んできた 50 年を共に祝いました。

苦楽を共にした50年を祝って――
「金婚祝賀会」を開催

試行錯誤しながらの制作は５月まで続く

軽快な三味線の音が金婚式に華を添える

五十崎の伝統と技術を絶やさぬために、
有志を募って出世凧づくりに挑戦

　いかざき大凧合戦実行委員会（髙倉眞
しんいち

一実行委員長）
の出世凧づくりが２月 20・21 の両日、町民会館で行わ
れました。これまで出世凧を作っていた名人・奥島重

しげとし

利
さんが高齢のため引退。その技術と伝統を守ろうと、実
行委員と有志が制作を引き継ぎました。指揮を執る上田
光
みつあき

明さんは「やめるという選択肢はなかった。いい出世
凧ができるよう頑張りたい」と力を込めました。

　八日市自治会が行っている「天神山公園化事業」（玉
井秀

ひでふみ

文自治会長）が２月 19 日、八日市地区の天神社で
行われました。かつての眺望を取り戻そうと内子自治セ
ンター管内の住民も協力。約 70 人が参加し、チェーン
ソーなどで視界を遮っていた竹を４時間かけて切り除き
ました。玉井会長は「大勢の参加に感謝。まだ竹は残っ
ているので、今後も続けたい」と話しました。

昔、見ていた眺望をもう一度――
自治会の垣根を越えて展望台整備

切り取った竹を粉砕機で細かく砕く作業

1,500点の商品が積載できる「とくし丸」

「内子町の皆さん、はじめまして」
移動スーパーとくし丸です

　２月末から中田渡・田渡・臼杵の３地区で販売を開始
する移動スーパー「とくし丸」（㈱セブンスター）が２
月 17 日、内子町役場本庁を訪れました。
　とくし丸は週２回、買い物に行くのが難しい高齢者な
ど、要望があった１軒１軒を訪問して生鮮食品や日用品
などを販売。利用者と定期的に顔を合わせて会話するの
で、地域の高齢者の見守り役としても期待されています。
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現 場 百 景

フォトリポート
Ｐｈｏｔｏ　Ｒｅｐｏｒｔ

　

午
後
８
時
―
―
。
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

２
度
以
下
に
な
る
と
、
降
雪
班
の
隊
員

７
人
が
ゲ
レ
ン
デ
に
次
々
と
集
ま
り

ま
す
。
作
業
内
容
を
入
念
に
確
認
し
た

後
、
防
寒
用
の
隊
服
に
着
替
え
る
隊
員

た
ち
。
泉
田
隊
長
の
合
図
で
、
駆
け
足

で
そ
れ
ぞ
れ
の
配
置
に
つ
き
、
降
雪
の

準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

降
雪
班

―
―  

雪
上
で
働
く
男
た
ち  

―
―

①
ソ
ル
フ
ァ
・
オ
ダ
ス
キ
ー
ゲ
レ
ン
デ

1,2_深夜に稼働する２台の圧雪車　3_人工的に降らす雪のシャワーに濡れながら作業を続ける隊員たち　4_タイヤの異変に気付き、す
ぐに点検　5_圧雪車が正常に働くために、車体についた雪を落とすことが重要　6_白い息と背中の蒸気から熱さと寒さが伝わる　7_大
量の水をマイナス２度以下の大気に飛ばして雪を作る　8_圧雪車についた硬い雪を、スコップなどを使って落とす　9_飛ばした水が雪
になっているかを確認。雪はライトの上ではねる　10_ゲレンデを疾走するスノーモービル　11_明け方まで続く圧雪車の作業

1

２３４５

取材時に撮影した隊員の皆さん 左から。余田亘
わたる

さん、福本
和
か ず や

也さん、上田賢
け ん じ

治さん、斎藤克
かつひこ

彦さん、泉田大
ひろすけ

介さん（その
他、相原竜

りゅうじ

士さん、末広一
か ず み

巳さんの７人が降雪班です）

内子の仕事を写真で紹介します
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泉
田
隊
長
は「
降
雪
で
重
要
な
の
は

気
温
と
風
向
き
。
降
雪
機
で
飛
ば
す
水

は
、
マ
イ
ナ
ス
２
度
以
下
じ
ゃ
な
い
と

雪
に
な
ら
な
い
。
風
の
方
向
が
変
わ

り
、
降
雪
し
た
い
ゲ
レ
ン
デ
以
外
の
と

こ
ろ
に
積
も
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
。
毎
日
、
ゲ
レ
ン
デ
の
状
況
は
違
い
、

ど
こ
に
雪
を
飛
ば
す
か
は
経
験
が
必

要
」と
説
明
し
ま
す
。

　

隊
員
た
ち
は
総
延
長
１
６
０
０
メ
ー

ト
ル
あ
る
コ
ー
ス
を
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
で

走
り
回
り
、
降
雪
機
を
調
整
し
な
が
ら

雪
を
コ
ー
ス
一
面
に
降
ら
せ
ま
す
。
降

雪
機
の
準
備
を
任
さ
れ
て
い
る
福
本

さ
ん
は「
降
雪
は
ス
キ
ー
場
の
重
要
な

仕
事
。
雪
が
無
い
と
営
業
で
き
な
い
の

で
、
た
く
さ
ん
作
れ
た
と
き
は
、
う
れ

し
い
」と
雪
ま
み
れ
の
顔
で
笑
い
ま
す
。

　

午
前
３
時
に
は
圧
雪
車
が
出
動
。
降

雪
機
が
作
っ
た
雪
を
、
泉
田
隊
長
と
副

隊
長
の
相
原
さ
ん
と
で
な
ら
し
て
い
き

ま
す
。
泉
田
隊
長
は
圧
雪
車
を
運
転
し

な
が
ら
、「
雪
を
な
だ
ら
か
に
な
ら
し

て
い
く
作
業
は
難
し
く
、
ま
だ
ま
だ
。

時
間
も
か
か
り
大
変
だ
け
ど
、
い
い
ゲ

レ
ン
デ
が
で
き
れ
ば
、
お
客
さ
ん
が
楽

し
そ
う
に
滑
る
姿
が
見
ら
れ
る
の
で
頑

張
れ
る
」と
話
し
ま
す
。

　

す
べ
て
の
作
業
が
終
わ
っ
た
こ
ろ

に
は
朝
日
が
昇
り
、
ゲ
レ
ン
デ
一
面
の

真
っ
白
な
雪
が
キ
ラ
キ
ラ
と
光
っ
て
い

ま
し
た
―
―
。

６

７

８

９10

11



な

ろ

ば

ひ

み

ん

の

FROM  ME  TO  YOU

みんなでつないでリレーエッセイ
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私
は
週
に
３
回
、
小
学
生
と
一

緒
に
剣
道
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
小
学
生
の
こ
ろ
、
３
つ

あ
っ
た
小
学
校
が
今
は
１
つ
に
な

り
、
人
数
も
減
り
ま
し
た
。
寂
し

い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な

こ
と
を
感
じ
さ
せ
な
い
く
ら
い
、

子
ど
も
た
ち
は
元
気
い
っ
ぱ
い
稽

古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

剣
道
に
誘
っ
て
も
ら
っ
た
と
き

は
、「
運
動
不
足
の
解
消
に
」く
ら

い
で
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
一

緒
に
練
習
を
し
た
り
、
試
合
を
見

に
行
っ
た
り
す
る
う
ち
に
、
子
ど

も
た
ち
に
試
合
で
勝
っ
て
ほ
し

い
、
勝
た
せ
て
あ
げ
た
い
、
と
い

う
思
い
が
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
大
き
な
結
果
は
出
て
い
ま
せ

ん
が
、
少
し
ず
つ
強
く
な
っ
て
き

て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
見
る
と
、

す
ご
く
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

剣
道
は
大
人
も
子
ど
も
も
、
年

齢
に
関
係
な
く
幅
広
い
年
代
が

一
緒
に
で
き
る
競
技
だ
と
思
い

ま
す
。
私
が
学
生
の
と
き
に
、
指

導
し
て
く
れ
た
先
生
や
当
時
の

先
輩
、
後
輩
、
同
級
生
と
大
人
に

な
っ
て
か
ら
再
び
剣
を
交
え
る
時

間
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
剣
道

を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
な
と
思

え
る
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
一
緒
に
剣
道

を
し
た
り
、
昔
話
を
し
な
が
ら
酒

を
飲
ん
だ
り
し
た
い
で
す
。
そ
ん

な
日
が
来
れ
ば
い
い
な
と
今
か
ら

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

剣
道
を
楽
し
く
で
き
て
い
る

の
は
、
剣
道
会
の
先
生
や
地
域
の

人
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ

だ
と
思
い
ま
す
。
剣
道
を
通
し

て
、
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
に

少
し
で
も
恩
返
し
を
し
、
地
域
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
夏

に
東
京
の
武
道
館
で
行
わ
れ
る
全

国
大
会
出
場
を
目
標
に
、
日
々
一

生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
ご
指
導
と
声
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
次
は
、
向
井　

英
二
さ
ん
＝
柿

原
＝
に
お
願
い
し
ま
す
。

大森さん（左）と小田剣道会のメンバー

大
森
　
達た

つ

や也
さ
ん
（
25
） 

 

＝
寺
成
＝

剣
道

わが家の一皿
SPECIAL DISH

①かぶは皮を厚めにむいてすりおろ  
し、水気を切る。②はんぺんは細か
くつぶす。③卵白でメレンゲを作り、
①②と塩・片栗粉を加えサッと混ぜ
る。④ラップに③を包み、蒸し器で
約７分、強火で加熱する。⑤鍋にⒶ
を入れて、しめじを加えてしんなりす
るまで煮る。⑥Ⓑを加える。⑦器に
④⑥とわさびを盛り付ける。

●作り方

竹田　正
まさこ

子さん
＝柿原＝

●作った人

かぶら蒸し

かぶ200㌘／はんぺ
ん1/2枚／卵白（Ｌサ
イズ）１個分／片栗粉
小さじ１／しめじ20
㌘／わさび適量／Ⓐ
めんつゆ（３倍）40ml、
水50ml、みりん大さ
じ１／Ⓑ片栗粉大さ
じ１、水大さじ２

●材料（４人分）



「はじめてのバースデー」への
掲載案内は、誕生月の前々月上
旬にお送りしています。

ぜひ、応募してください。
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おめでとう はじめてのバースデー
HAPPY BIRTHDAY

３月に満１歳になる子どもたちを紹介します。

金
井
　
絢あ

や

と士
く
ん
　
内
子
19
第
２

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
の
あ
や
と
く
ん

♡　

笑
顔
が
と
っ
て
も
ス
テ
キ
で
す
♡

3.19 甲
斐
　
結ゆ

あ逢
ち
ゃ
ん
　
福
岡

ご
飯
を
も
り
も
り
食
べ
ま
す
。
ア
ン
パ

ン
マ
ン
が
大
好
き
で
す
。

3.5

３歳児の約５人に１人が虫歯になっています

　28年度の３歳児健康診査で、内子町では約
５人に１人の子どもが虫歯になっていること
が分かりました。乳歯が虫歯になると、噛み
合わせが悪くなったり、永久歯も虫歯になり
やすくなったりします。子どもが小さいうち
に、虫歯予防の習慣をつけましょう。
《子どもたちの歯を守るために》
▷仕上げ磨きを毎日する
　歯磨きは虫歯予防の基本です。子どもが自
　分で磨いた後、小学校高学年までを目安 
　に、保護者が仕上げ磨きをしましょう。
▷スプーンや箸を共有しない
　大人が使ったスプーンや箸に虫歯菌がつい
　ていた場合、それを共有したときに虫歯菌
　がうつってしまう可能性があります。

▷１歳６カ月までには卒乳する
　１歳を過ぎてからの授乳は虫歯の原因にな
　ります。お母さんの体調などを考慮して、
　無理なく卒乳しましょう。
▷３歳までは甘い食べ物を与えない
　チョコやアメには虫歯菌が好む糖分が多く
　含まれています。親だけでなく、祖父母な
　ど家族みんなで心掛けましょう。
▷かかりつけの歯科医を持つ
　定期的に検診を受けることで、進行の早い
　子どもの虫歯を早期発見できます。

【問い合わせ】　
地域医療・健康増進センター（保健センター）
☎０８９３（４４）６１５５

子育て中のお母さん、お父さんへ



内子町の人☆キラリ

TOWN'S  STAR
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　年明けに、長年の夢であった
イースター島へ行ってきました。
最も近い有人島まで2,000キロ以
上もある絶海の孤島です。
　透明度の高い海、青々とした
丘、鮮やかな青空が広がる美しい
島には約6,000人が住み、3,000頭
の野生馬がいます。約900体の神
秘的なモアイ像もあります。
　島民の話によると、現在島では
二つの問題を抱えているそうで
す。一つ目はモアイ像の風化で
す。約900体の像の内、40体しか
復元されていません。島民の多
くは、モアイ像による観光収入で
生活しています。風化してしまう
と観光客が来なくなり、島民は生
活ができなくなるかもしれませ
ん。二つ目は島民の増加による環

境問題です。近年、島にはチリ本
土や海外からたくさんの人々が
移住してきました。しかし、孤独
の島では資源に限りがあり、水と
電気は唯一の村、ハンガロアにし
か流れていません。景観を壊さな
いよう、風車やソーラーパネルは
設置できません。人口の増加とと
もに、増えたごみの処理も問題と
なっています。
　私は５日間、島でテレビやイン
ターネットのない生活をしまし
た。とても質素でしたが、今まで
の人生で最も幸せな時間でした。
島民は「のんびり生きて。心配し
過ぎないで。考えすぎないで。焦
らないで」と教えてくれました。
日々の生活に少しでも取り入れた
いと思っています。

HELLO!!!
FROM  AROUND  THE  WORLD

イースター島へ行ってきました

国際交流員

ドレーン・アルント
Doreen  Arndt

高松　克
かつあき

明さん（34）内子13

内子ならではのフランス料理を提供したい

　内子町でオーナーシェフになることを夢見て、レ
ストランからりや松山市にあるフランス料理店な
どで修業を重ねた高松克明さん。昨年 11 月から

『Ｒ
レ ス ト ラ ン

ＥＳＴＡＵＲＡＮＴ　Ｔ
タ カ マ ツ

ＡＫＡＭＡＴＳＵ』を 開 き、
その腕を振るい始めました。
　夢への一歩は高校 1 年生のとき。レストランから
りで始めたアルバイトでした。「料理を学ぶという
より目の前の作業をこなすのに必死だった」と当時
を振り返る高松さん。専門学校卒業後に 11 年間フ
ランス料理店で働き、夢をかなえました。高松さん
は「夢はゴールではなく、お世話になった人たちへ
の恩返しの始まり」と感謝の気持ちを表します。
　店の内装には天神産紙工場の和紙や山本木工所の
机を、コース料理には内子町産の食材をふんだんに
使うなど、地域への愛情が伝わります。「生まれ育っ
た町に、自分の料理で恩返しできることがうれしい。
店が忙しくなれば従業員を増やすこともできる。自
分と同じ夢を持つ人たちの働き口として、貢献でき
たらいいですね」と語りました。



広報クイズ
SAVE  THE  EARTH

くらしの
エコロジー

VOICE

まちの声
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①はり・きゅう・あん摩マッサージを
　受ける人の負担軽減のため、「●○
　○○○」を交付します。
②新着図書紹介。「かぶき●○○」。
③「○●○○○○○税」の納期限と減
　免の申請期限は、５月31日です。
④職人の手が魅せる「○○○●ＣＭ］
　放送回数100回の愛媛県知事賞を受賞
⑤「平成29年内子町消防●○○○○」
　は２月19日、内子町運動公園で行
　われました。
⑥五十崎出身の洋画家、上岡美平の   
　「○○○●○」を募集します。

「広報うちこ」３月号を読んで、①～⑥
番の丸印をひらがな・カタカナでうめ
てください。小さい「っ」「ゅ」や、「が」
などの濁音も一文字とします。「●」の
文字を①番から順につなぐと、ある言
葉になります。どんな言葉でしょう。

応募方法：　
ハガキに答え、氏名、住所、年齢を書
いて送ってください（１人１通まで）。
正解者の中から抽選で 10人に図書
カード（500円）をプレゼントします。
宛て先：〒７９５－０３９２
内子町役場　総務課　広報・広聴係
締め切り：３月31日（消印有効）
当選者発表：「広報うちこ」５月号

紙ごみを分別する

一工夫を紹介します

答え「ふくわらい」　正解数63
•市兼　和美さん　（内子８）
•矢野イクヱさん　（護国）
•大森　真一さん　（立川中央）
•角田津代美さん　（上立山）
•田中恵美子さん　（河内５）
•阿部芙美子さん　（石畳８）
•中井ゆき子さん　（北深）
•入船　里菜さん　（駄場）
•伊達　孝子さん　（小田上）
•小野百合子さん　（大阪府）

●１月号当選者の皆さん

□運転免許を持っている人
でもデマンドバスを利用し
ていいのですか。（60代男性）
■デマンドバスは路線バス

（枝線）の代替交通手段でも
あります。年齢制限はないの
で、運行エリアの人ならど
なたでも利用できます。体調
が悪いときなどは、無理をし

て運転するのではなく、デマ
ンドバスをご利用ください。
利用するときは電話予約が
必要です。詳しくはお問い
合わせください。

【予約・問い合わせ】
総務課　管財係
☎０８９３（４４）６１５０

デマンドバスの利用について

　

27
年
度
に
出
た
内
子
町
の
燃
え

る
ご
み
の
内
、
約
３
割
は
紙
・
布

類
が
占
め
て
い
ま
す
。
内
子
町
で

は
、
古
紙
と
布
・
古
着
は
資
源
ご

み
と
し
て
回
収
し
て
い
ま
す
。
分

別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
や
職
場
で
で
き
る
紙
ご
み

の
分
別
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

︽
素
材
ご
と
に
箱
を
用
意
︾

　

古
紙
は
雑ざ

つ
が
み紙

、
新
聞
紙
、
段  

ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
に
分
け
て
、

ひ
も
で
縛
っ
て
出
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
種
類
ご
と

に
箱
を
用
意
し
て
お
く
と
、
分
別

の
手
間
が
省
け
ま
す
。

︽
小
さ
な
紙
は
紙
封
筒
な
ど
に
入

れ
て
出
す
︾

　

ひ
も
で
縛
れ
な
い
小
さ
な
紙  

は
、
紙
の
封
筒
に
入
れ
て
雑
紙
に

挟
ん
で
出
す
こ
と
で
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
ま
す
。
冷
蔵
庫
な
ど
に
紙
封

筒
を
貼
り
付
け
、
小
さ
な
紙
ご
み

を
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

︽
迷
い
や
す
い
分
別
を
再
確
認
︾

　

レ
シ
ー
ト
な
ど
の
感
熱
紙
、 

カ
ー
ボ
ン
紙
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

は
古
紙
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

ま
せ
ん
。
段
ボ
ー
ル
は
断
面
が
波

状
に
な
っ
て
い
ま
す
。
雑
紙
に
分

別
す
る
厚
紙
と
迷
っ
た
と
き
は
断

面
を
見
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

環
境
政
策
室

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
９

▶ 

分
別
用
の
封
筒
を
目
の
つ
く
所
に
貼
っ

て
、
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う



　

図
書
館

　
へ

行
こ
う
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内子町図書情報館

〒７９１-３３０１
内子町内子３４２７番地
 ☎０８９３（４４）４１９８
　http://www.town.uchiko.
ehime.jp/library/
開館時間：　
午前９時30分～午後６時
休館日：月曜日・月末整理日・
年末年始

●「
読
書
通
帳
」
達
成
状
況

　
「
読
書
通
帳
」は
、
借
り
た
本

を
記
録
す
る
図
書
館
専
用
の
通

帳
で
す
。
１
０
０
冊
読
ん
で
、

通
帳
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
と
賞

状
な
ど
が
も
ら
え
ま
す
。
達
成

状
況
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
１
０
０
冊
達
成（
13
人
）

▽
２
０
０
冊
達
成（
２
人
）

　

皆
さ
ん
も「
読
書
通
帳
」
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

  

お
は
な
し
会

▽
土
曜
日
・
午
後
２
時
〜

３
月
４
日
　
む
し
こ
ま
ど

　    
11
日
　
む
し
こ
ま
ど

　    
18
日
　
む
し
こ
ま
ど

　    

25
日
　
ど
ん
ぐ
り
会

　
　
　
　
　
（
エ
コ
の
日
）

  

文
学
講
座

▽
３
月
11
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

▽
内
容
「
和
泉
式
部
日
記
」

　
を
読
む

▽
講
師
　
村
山
洋よ
う
こ子
さ
ん

介紹書図着新 その他の新着情報はホームページをご覧ください。

♣一般図書 ♥児童図書

マカロンはマカロン
近藤史恵／著

下町にあるフレンチレストランのシェ
フは、謎を鮮やかに解く名探偵。豚
足料理、マカロン、ベリーのタルト……
絶品料理と極上ミステリーをどうぞ

山猫珈琲
　　　　　　　　　   湊かなえ／著

好きなものは「山」と「猫」と「珈琲」。
これらのお陰で怒

ど ご う

濤の 10年を乗り
越えられました。デビューから10年
分のエッセイをまとめた１冊

かぶきわらし
　　　　　    庄司三智子／文・絵

驚きと感動がいっぱいの歌舞伎の舞
台を、「かぶきわらし」がご案内。歌
舞伎の歴史や、人気演目の名場面な
どを紹介するしかけ絵本

だるまちゃんとにおうちゃん
 加古里子／作

「だるまちゃん」シリーズに、新しい
友だち、におう（仁王）ちゃんが登場。
相撲、けんけん相撲、尻相撲など、ふ
たりは力比べをして遊ぶよ

●
図
書
寄
贈
の
お
礼

　

28
年
度
、
次
の
皆
さ
ん
か
ら
図

書
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◦
石
田
明あ

き
お男
様　

・
中
口
毅た

か
ひ
ろ博
様

◦
（一社）
日
本
演
出
者
協
会
様

◦
㈱
西
渕
工
務
店
様

◦
内
子
町
郷
土
研
究
会
様

◦
県
軟
式
野
球
連
盟
大
洲
支
部
様

※
順
不
同

●
大
活
字
本
を
入
荷
し
ま
し
た

　
『
私
が
人
生
の
旅
で
学
ん
だ
こ

　

と
』日
野
原
重
明
／
『
穏
花
の

　

飾
り
』松
本
清
張
／
『
殿
様
の

　

通
信
簿
』磯
田
道
史
／
『
不
思

　

議
の
国
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
』黒

　

柳
徹
子
／
『
ど
こ
か
ら
行
っ
て

　

も
遠
い
町
』川
上
弘
美
／
『
短

　

夜
の
髪
』澤
田
ふ
じ
子
／
『
御

　

家
人
斬
九
郎
』柴
田
錬
三
郎
／

読書通
帳を開

くと、

あなたが
読んだ

本の

記録が
見られま

す

　
『
月
下
の
恋
人
』
浅
田
次
郎
／

　
『
狐
火
の
家
』貴
志
祐
介
／
『
さ

　

び
し
い
王
様
』北
杜
夫

　
（
他
、
計
20
冊
）　

※
そ
の
他
に
も
朗
読
Ｃ
Ｄ
が
あ
り

　

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
３
月
企
画
展
の
ご
案
内

《
郷
土
が
生
ん
だ
芸
術
家
⑨
》

▽
創
作
絵
本
・
紙
芝
居
大
集
合

　
「
大
本
れ
い
さ
ん
、
大
本
悦え

つ
こ子

　

さ
ん
の
絵
本
」「
黒
住
弘ひ

ろ
こ子
さ

　

ん
、
大
江
し
お
ん
さ
ん
の
創
作

　

絵
本
と
原
画
展
」

▽
貴
重
な
百
人
一
首

　
（
内
山
尚し

ょ
う
こ子

さ
ん
提
供
）
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事務局　内子分庁３階
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内子町国際交流協会の情報誌「ゆうてぃあ」
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内子町を全力で駆け抜けた「駅伝競走大会」
　内子町国際交流協会は今年も、「内子町駅
伝競走大会」に参加しました。チームには、
外国語指導助手のイーチェンさんやジェイコ
ブさんをはじめ、ドイツ語講座受講生やプラ
ンナーなど、出身も年代も違うメンバーが集
結。一丸となって、内子町内を全力で駆け抜
けました。
　初めて駅伝に参加したイーチェンさんは

「寒かったけれど、とても楽しかった。走る
のが速くても、遅くても関係なく、皆さんが
温かく応援していることが素晴らしいと思っ
た」と感想を話しました。
　雪の舞う寒い日になりましたが、沿道から
はたくさんの声援をもらいました。協会の
チームで走ってくれた皆さん、応援してくれ
た皆さん、ありがとうございました。

1_選手・監督の皆さん　2_ １区を
走るイーチェンさん　3_ジェイコブ
さんも初参加。アンカーを走った3

2

1

　（公財）内子町国際交流協会へ寄附
をいただきました。ありがとうござい
ました。
●金一封　内子町・ローテンブルク市                
　姉妹都市５周年記念事業実行委員会
　有志／㈱ 小田電器製作所／㈱大久
　保建設／㈱ 松浦商販／㈲あさひ堂
　薬局　※敬称略

寄附のお礼

　平成28年度賛助会員の皆さん、ご入会あ
りがとうございました。
●団体　㈱ 山本木工所／ HOTEL こころ.く
　ら／㈱ 森本／㈱ 酒六酒造／㈱ シンアイ
●個人　71人
　協会では、随時、賛助会員制度への入会及
　び寄附金を受け付けております。皆さんの
　ご支援をお願いします。

平成28年度・賛助会員の皆さんへ



町からのお知らせ
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産
業
振
興
課　

農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
９
９

❷
内
子
町
小
田
の
郷
せ
せ
ら
ぎ

▽
所
在
地　

寺
村
２
５
１
番
地
１

▽
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務

　

施
設
の
運
営
、
維
持
管
理
な
ど

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

小
田
支
所　

産
業
建
設
係

☎
０
８
９
２
（
５
２
）
３
１
１
１

　

内
子
町
が
保
有
す
る
６
施
設
の
指

定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。
次
の
要

領
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

《
共
通
事
項
》

●
指
定
の
期
間　

29
年
７
月
１
日
～

　

34
年
６
月
30
日

●
応
募
資
格　

法
人
そ
の
他
団
体

　
（
個
人
不
可
）

●
応
募
方
法　

　

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
が
定
め
る「
指

　

定
管
理
者
指
定
申
請
書
」に
事
業

　

計
画
な
ど
必
要
書
類
を
添
え
て
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

　

３
月
10
日（
金
）～
４
月
10
日（
月
）

●
受
付
時
間　

　

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
詳
し
く
は
条
例
や
施
行
規
則
を
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。
各
申
込
先
で
閲

　

覧
で
き
ま
す
。

《
対
象
施
設
》

❶
内
子
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク
か
ら
り

▽
所
在
地　

内
子
２
４
５
２
番
地

▽
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務

　

産
地
形
成
促
進
施
設
・
地
域
食
材

　

供
給
施
設
・
農
畜
産
物
処
理
加
工

　

施
設
・
農
林
水
産
物
処
理
加
工
施

　

設
・
都
市
農
村
交
流
促
進
施
設
の

　

運
営
、
保
守
点
検
・
管
理
な
ど

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
内
６
施
設
の
指
定
管
理
者
を
募
集

　

Ｑ：現在学生で国民年金に加入しています。４
　月から就職するのですが、どのような手続き
　が必要ですか。
Ａ：役場での手続きはありません。会社に就職
　して、厚生年金保険などに加入する手続きは、
　勤務先が行います。
Ｑ：学生の間猶予していた保険料を支払うには
　どのような手続きが必要ですか。
Ａ：追納の申し出をすると保険料を納めること
　ができます。追納とは、保険料の免除、学生
　納付特例、納付猶予を受けた場合で、本人の
　申し出により承認された月から10年以内で
　あれば、保険料をさかのぼって納めることが
　できる制度です。追納の申し出は、基礎年金
　番号が確認できるもの、本人確認書類、印鑑
　が必要です。

ねんきん　　＆ ～学生からよく受ける質問編～

【問い合わせ】
○松山西年金事務所
☎０８９（９２５）５１０５
○住民課　国民年金係
☎０８９３（４４）６１５２

 追納をするときはお早めに

　追納額は、免除や猶予などの承認を受け
た翌年度から、２年度目までは当時の保険
料のままですが、３年度目以降は、当時の
保険料に経過期間に応じた加算額が上乗せ
されます。早めの追納をお勧めします。ま
た、保険料の納付は古い期間から納付書で
の支払いとなりますので、ご注意ください。
※�口座振替やクレジットカードでの納付は
できません。

内子フレッシュパークからり内子町小田の郷せせらぎ
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　内子町では、昭和44年の「同和対策事業特別
措置法」の制定以降、平成14年までの33年間に
わたり、住環境改善と差別解消を目指した基盤
整備や教育活動などを行ってきました。現在で
は平成12年に制定した「人権教育及び人権啓発
の推進に関する法律」や「内子町人権尊重のま
ちづくり条例」に基づいて、人権を尊重した差
別のないまちづくりをしています。
　しかし、インターネット上には、同和地区出
身者を誹謗中傷する書き込みや、「復刻全国部
落調査部落地名総鑑の原典」と題した書籍を販
売しようとする人物が現れるなど、いまだに許
し難い差別事象が発生しています。また、結婚
差別など部落差別に関する人権侵犯事件は、法
務省が取り扱ったものだけでも毎年約100件に
も及んでいます。
　現在も部落差別が存在することを踏まえ、部

内子町は部落差別のないまちづくりをしています

人権コラム＊幸せへの道

落差別の解消を推進するための法律「部落差別
の解消の推進に関する法律」が12月16日に施
行されました。この法律は、部落差別は許され
ないものであるとの認識を示した上で、国や地
方公共団体の責務を明らかにするとともに、部
落差別のない社会をつくるため、相談体制や教
育及び啓発活動の充実、実態調査の実施などに
ついて規定しています。
　内子町では、法律の趣旨を念頭に置き、関係
機関と連携しながら、地域の実情に応じて部落
差別の解消に取り組んでいきます。私たち一人
一人が力を合わせ、差別や偏見のない心豊かな
まちをつくっていきましょう。

【問い合わせ】
内子町教育委員会　自治・学習課　生涯学習係
（内子分庁内）

☎０８９３（４４）２１１４

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
デ
ザ
イ
ン
課　

都
市
計
画
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
７

❺
内
子
町
小
田
深
山
観
光
施
設
（
ス

　
キ
ー
場
関
連
施
設
）

▽
所
在
地　

中
川
３
９
６
８
番
地
１

　
（
小
田
深
山
地
内
）

▽
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務

　

施
設
の
運
営
、
維
持
管
理
な
ど

❻
内
子
町
小
田
深
山
観
光
施
設
（
深

　
山
荘
関
連
施
設
）

▽
所
在
地　

中
川
小
田
深
山
地
内

▽
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務

　

施
設
の
運
営
、
維
持
管
理
な
ど

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

小
田
支
所　

小
田
深
山
森
興
係

☎
０
８
９
２
（
５
２
）
３
１
１
１

❸
内
子
町
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　
タ
ー

▽
所
在
地　

五
十
崎
甲
９
４
５
番
地
３

▽
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務

　

介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
通
所

　

介
護
の
提
供
、
お
お
む
ね
65
歳
以

　

上
で
町
長
が
セ
ン
タ
ー
の
利
用
を

　

必
要
と
認
め
る
者
に
対
す
る
通
所

　

介
護
の
提
供
な
ど

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
４

❹
内
子
町
地
域
資
源
活
用
総
合
交
流

　
促
進
施
設

▽
所
在
地　

五
十
崎
乙
４
８
９
番
地
１

▽
指
定
管
理
者
が
行
う
業
務

　

施
設
の
運
営
、
保
守
・
管
理
な
ど

　

楽
人
形
の
新
し
い
可
能
性
な
ど
を

　

聞
き
ま
す
。

●
対
象　

高
校
生
以
上

※
町
内
外
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も

　

参
加
で
き
ま
す
。

●
受
講
料　

５
０
０
円

●
主
催　

内
子
町
教
育
委
員
会
他　

【
問
い
合
わ
せ
】

内
子
町
教
育
委
員
会　

自
治
・
学
習

課　

生
涯
学
習
係（
内
子
分
庁
内
）

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
２
１
１
４

●
日
時　

３
月
13
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～

●
場
所　

内
子
自
治
セ
ン
タ
ー

●
テ
ー
マ　

古
典
芸
能
の
底
力「
ま

　

ち
お
こ
し
と
人
形
浄
瑠
璃
」

●
講
師　

勘か
ん
ろ
く緑

さ
ん（
浄
瑠
璃
人
形

　

遣
い
）

●
内
容　

元（
財
）
文
学
協
会
技
芸

　

員
で
人
形
座「
木も
く
ぐ
う
し
ゃ

偶
舎
」
主
宰
の

　

勘
緑
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
ま
す
。

　

人
形
浄
瑠
璃
の
普
及
や
発
展
、
文

「
気
軽
に
文
化
講
座
in
内
子
」
の
お
誘
い
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《下水道使用料を平均 19㌫引き上げ》　
　下水道事業の経営健全化を図るため、28
年 12 月の定例議会で可決された「内子町下
水道条例の一部改正」に基づき、４月から下
水道使用料を、平均 19㌫の増額改定するこ
とになりました。

《使用料改定のポイント》
▷基本水量を月 10㎥から５㎥に引き下げ
▷超過使用料の水量区分で、新たに「５㎥を
　超え 10㎥まで」を設定
▷一般的な家庭（使用水量 20㎥の場合）で
　１カ月あたり約 500 円の増

《改定が必要な理由》
　下水道事業の汚水処理の経費は、下水道使用
料収入で全て賄うことが原則です。しかし現状
では、必要な経費を使用料で賄うことができず、
大部分を一般会計からの繰入金で補っている状
況です。他の行政サービスの低下にもつながり、
受益者負担の原則からも健全な状況とはいえま
せん。
　この状況を解消するため、下水道使用料を改
定します。使用者の皆さんにはご負担をおかけ
しますが、下水道事業の安定運営のために、ご
理解とご協力をお願いします。

４月から、下水道使用料を改定します

※下水道使用料は、毎月検針する
　水道使用量をもとに請求してい
　ます。新使用料は、５月分の請
　求から適用しますので、４月分
　までの下水道使用料は、旧使用
　料で請求します。

 ―新使用料の適用は５月分から―使用
水量

下水道
使用料

（㎥）0-5 864円

6 919円

7 974円

8 1,029円

9 1,084円

10 1,139円

11 1,296円

12 1,453円

13 1,610円

14 1,767円

15 1,924円

使用
水量

下水道
使用料

27 3,850円

28 4,013円

29 4,176円

30 4,339円

40 6,049円

50 7,759円

60 9,509円

70 11,259円

80 13,009円

90 14,759円

100 16,509円

使用
水量

下水道
使用料

16 2,081円

17 2,238円

18 2,395円

19 2,552円

20 2,709円

21 2,872円

22 3,035円

23 3,198円

24 3,361円

25 3,524円

26 3,687円

●下水道使用料早見表（消費税込み）

汚水の種類
基本使用料 超過使用料（１㎥につき）

基本水量 旧 新 水量区分 旧 新

一般汚水 5㎥ 822円
（10㎥） 864円

5㎥を超え10㎥まで 新設 55円

10㎥を超え20㎥まで 139円 157円

20㎥を超え30㎥まで 146円 163円

30㎥を超え50㎥まで 153円 171円

50㎥を超え100㎥まで 158円 175円

100㎥を超えるもの 164円 180円
湯屋汚水 １㎥当たり 31円 37円

●下水道使用料算定表（消費税込み）

【問い合わせ】
建設デザイン課　上下水道対策班
☎０８９３（４４）６１５８
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　４月30日任期満了による内子町議会議員選挙
を次のとおり行います。
●投票日・開票日　４月23日（日）
●投票時間　午前７時～午後８時
※第４、５、７、11、12、13、14、15投票所は午後
　７時まで
●開票場所　内子町民会館　大ホール
●告示日　４月18日（火）
●有権者
　29年４月24日現在で満18歳以上の人で、29年
１月17日以前から引き続き内子町に住んでいる
（住民基本台帳に登録されている）人
●期日前投票
　投票日当日に、仕事や病気、外出などの理由で
投票所に行けない人は、期日前投票を行うことが
できます。
▷期間　４月19日（水）～４月22日（土）
▷時間　午前８時30分～午後８時
▷場所　内子町民会館２階、内子分庁１階、内子
　町林業センター第１研修室
※期日前投票宣誓書を各自治センターで配布しま
　す。事前に記載したい人は、ご利用ください。

●不在者投票
　一時的に町外へ出ていたり入院したりしている
場合は不在者投票をすることができます。手続き
が必要ですので、お早めに選挙管理委員会までお
知らせください。

【問い合わせ】
内子町選挙管理委員会
☎０８９３（４４）６１５０

投票所 対象地区

第１ 内子分庁 内子・上町

第２ 内子東自治センター 城廻・論田

第３ 大瀬小学校 和田・大瀬・川登

第４ 旧程内小学校 程内

第５ 村前自治会館 池田・村前

第６ 立川小学校 長田・立川

第７ 石畳自治会館 河内・石畳

第８ 五十崎幼稚園 五十崎

投票所 対象地区

第９ 内子町共生館 天神

第10 旧御祓小学校 御祓

第11 参川地区体育館 上川・中川・本川

第12 内子町林業センター 小田・平野

第13 小田小・中学校体育館 寺村・南山・立石

第14 森の里研修センター 吉野川・中田渡

第15 旧田渡小学校 上田渡・臼杵

●投票所

◦日時　３月22日（水）　午後３時～
◦場所　内子町民会館　大ホール
◦対象　立候補予定者または代理者
※立候補届出用紙などは、この説明会で交
　付します。

《事前審査》
◦日時　４月７日（金）
　　　　午前８時30分～午後５時
◦場所　内子町民会館　研修視聴覚室
※説明会時に配布する用紙に所定事項を記
　入の上、必ず事前審査を受けてください。

立候補届出に関する説明会

内子町議会議員選挙を
執り行います
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軽自動車税の納期限と減免の申請期限は５月31日（水）です　税金の
お知らせ

　軽自動車税は、４月１日現在で軽自動車・原動機
付自転車・小型特殊作業車・自動二輪などを所有し
ている人に課税される税金です。月割課税制度がな
いため、４月２日以降に廃車手続きをした場合もその
年度分の税金が課税されますので、ご注意ください。
●納期限　5月31日（水）
●登録・廃車・名義変更などの手続き場所
▷軽自動車（３輪以上）　
　○軽自動車検査協会愛媛事務所　
　☎０５０（３８１６）３１２４
▷軽二輪・自動二輪
　○愛媛運輸支局
　☎ ０５０（５５４０）２０７６
▷原動機付自転車・小型特殊作業車
　○税務課　軽自動車税係　
　☎０８９３（４４）６１５３
　○内子総合窓口センター（内子分庁内）
　☎０８９３（４４）２１１２
　○小田支所　住民福祉係
　☎０８９２（５２）３１１１

●お知らせとお願い
◦28年度までとされていた３輪・４輪の軽自動車に
　かかるグリーン化特例は、１年間延長されました。
◦新規検査から13年を経過した車両は、新税率に重
　課を加算した税額となります。
◦車両を廃棄処分にした場合や盗難に遭った場合は、
　速やかに廃車手続きを行ってください。
◦譲渡した場合は、名義変更の手続きが必要です。手
　続きをしないと、前の所有者に課税されます。
●軽自動車税の減免について
　心身に障がいのある人が所有している軽自動車な
どで、一定の要件を満たす場合は、減免制度があり
ますので、係へ申請してください。なお減免を受け
ることができるのは、普通自動車を含めて障がい者
１人につき１台までです。
●減免の申請期限　５月31日（水）
●申請場所　税務課・内子分庁・小田支所

【問い合わせ】
税務課　軽自動車税係
☎０８９３（４４）６１５３

普通自動車税の減免制度もあります

　障がい者手帳を有する人が４月１日現在で所有
している普通自動車で、一定の要件を満たす場合
にも、普通自動車税の減免制度があります。詳し
くは、お問い合わせください。なお減免を受ける
ことができるのは、軽自動車を含めて障がい者１
人につき１台までです。
●減免の申請期間
　４月３日（月）～５月24日（水）
※初めて申請する人は、５月31日（水）まで
●減免の申請場所
○愛媛県南予地方局税務課
☎０８９５（２２）５２１１
○愛媛県八幡浜支局税務室
☎０８９４（２２）４１３５

【問い合わせ】
保健福祉課　障がい者福祉係
☎０８９３（４４）６１５４

●減免の対象となる障がいの基準

手帳の
種類 障がいの内容

障がいの程度

本人が運転 生計同一者
が運転

身体
障がい者

視覚 １～４級
聴覚 ２～３級
平衡機能 ３級

音声機能 ３級（喉頭摘
 出者のみ）

上肢 １～２級
下肢 １～６級 １～３級
体幹 １～５級 １～３級
脳原生
運動機能

上肢 １～２級
移動機能 １～６級 １～３級

心臓・腎臓・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸・
肝臓

１～３級

免疫機能 １～３級
療育 知的 程度「A」
精神
保健福祉 精神 １級
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　（公財）日本盲導犬協会島根あさひ訓練セン
ターの「盲導犬キャラバン」が１月18日に行わ
れ、同センターの中村士

つかさ

さんと盲導犬のウィティ
が立川小学校と石畳小学校を訪れました。この
キャラバンは内子町と大洲市の社会福祉協議会
が、日本盲導犬協会の盲導犬キャラバン事業と
連携し、福祉教育の一環として開いています。
　まず中村さんが、視覚障害、盲導犬の一生や
訓練の仕方、役割などについて説明。次に、白
杖を使った歩行の仕方やウィティと一緒に盲導
犬の仕事を実演しました。その後、児童はアイ
マスクをつけて、ウィティの先導で歩く歩行体
験をしました。体験を終えた子どもたちは「ウィ
ティが寄りそって歩いてくれたのでスムーズに
歩けた」「見えないことは怖かったけれど、ウィ
ティと一緒だと普段通り歩けるので驚いた」と
感想を述べました。
　最後に中村さんは、「困っている人を見かけ
たら声を掛けてあげて」「盲導犬は目の見えない
人の大切なパートナー。盲導犬の優しさを知っ
てほしい」と子どもたちに投げかけていました。

　28年10月１日から行ってきた赤い羽根共同募
金運動は、皆さんの温かいご協力により目標の
500万円を超える寄付が集まりました。ありがと
うございました。
　寄付金は愛媛県共同募金会でまとめた後、愛
媛県内の障害福祉施設・児童福祉施設などの社
会福祉施設、民間の小規模作業所、社会福祉団
体などに配分されます。また、災害見舞金として
も役立てられます。
　内子町社会福祉協議会にも、次年度に一部配
分され、共同募金配分委員会を通して自治会配
分金事業や内子町社会福祉大会事業などに活用
する予定です。
　今後ともご協力よろしくお願いします。

赤い羽根共同募金にご協力ありがとうございました

＿＿盲導犬キャラバン in立川・石畳＿＿盲導犬と一緒に学んだよ

　項目 　　金額（円）　　　    協力団体など
戸別募金 3,071,200 各自治会
街頭募金 　 36,950 ボーイスカウト
法人募金 1,504,610 地区社協分会
学校募金 　 43,995 生徒、児童、園児
職場募金    498,000 町職員、教職員、　　　　　 
  民生児童委員、社協職員他
  その他 　 61,367 バッジ募金他
　合計 5,216,122

●赤い羽根共同募金運動実績

【問い合わせ】
内子町社会福祉協議会（内子分庁内）
☎０８９３（４４）３８２０　
　�http://www.shakyo.or.jp/hp/1486/

１

1_お座りができたウィティを「グッド」とほめる中村さん
2_アイマスクを付けて、ウィティと一緒に歩行体験

２

社協だより

vol. ７
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くらしの情報

▽
定
員　

各
学
年
10
人
程
度

※
新
規
・
保
護
者
説
明
会

　

４
月
８
日（
土
）午
後
１
時
～

❺
健
康
体
操
・
楽
々
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

▽
開
講
日
時

　

①
木
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
～

　

②
金
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
～

　

③
金
曜
日
の
午
前
10
時
45
分
～

▽
対
象　

50
歳
以
上
の
人　

※
参
加
は
い
ず
れ
か
１
コ
ー
ス
の
み
。

※
①
②
は
椅
子
を
使
っ
た
運
動
、
③

　

は
立
っ
て
行
う
運
動
で
す
。

▽
指
導　

智
葉
ひ
と
み
さ
ん

▽
受
講
料（
年
額
）　

３
０
０
０
円
＋

　

保
険
料（
65
歳
以
上
＝
１
２
０
０

　

円
／
65
歳
未
満
＝
１
８
５
０
円
）

※
別
途
ボ
ー
ル
代
が
必
要

※
受
講
料
な
ど
は
一
括
払
い
で
、
途

　

中
で
退
会
し
た
場
合
の
返
金
は
行

　

い
ま
せ
ん
。

▽
定
員　

①
40
人
②
15
人
③
25
人

●
各
講
座
共
通

▽
受
講
資
格　

町
内
在
住
の
人（
❹

　
は
町
内
の
小
学
校
に
通
う
児
童
／�

　

❺
は
50
歳
以
上
の
人
）

▽
申
込
方
法　

う
ち
こ
福
祉
館
に
あ

　

る
申
込
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▽
申
込
期
限　

３
月
17
日（
金
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

❶
生
花
教
室

▽
開
講
日
時　

第
１
、３
水
曜
日
の

　

午
後
６
時
30
分
～
９
時
30
分

▽
指
導　

土
居
美み

よ

こ
代
子
さ
ん

▽
受
講
料（
月
額
）　

１
９
０
０
円

▽
定
員　

16
人

❷
茶
道
教
室

▽
開
講
日
時　

第
２
、４
水
曜
日
の

　

午
後
６
時
～
９
時

▽
指
導　

土
居
美み

よ

こ
代
子
さ
ん

▽
受
講
料（
月
額
）　

５
０
０
円

▽
定
員　

10
人

❸
押
花
教
室

▽
開
催
日
時　

第
３
月
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
指
導　

西
渕
和か

ず
み美

さ
ん

▽
受
講
料　

実
費（
材
料
費
）

▽
定
員　

若
干
名

❹
小
学
生
習
字
教
室

▽
開
講
日
時　

土
曜
日
の
午
後
１
時

　

～
４
時

▽
指
導　

生
口
天て

ん
ら
い籟

さ
ん

▽
受
講
料（
月
額
）

　

１
家
庭
か
ら
１
人
＝
８
０
０
円

　
　
　

〃　
　

２
人
＝
１
０
０
０
円

　
　
　

〃　
　

３
人
＝
１
２
０
０
円

　　

29
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験
の

概
要
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.jinji.go.jp/saiyo/  

　

saiyo.htm

【
問
い
合
わ
せ
】

人
事
院
四
国
事
務
局
第
二
課
試
験
係

☎
０
８
７
（
８
３
１
）
４
７
６
５

　
「
内
子
町
い
か
ざ
き
小
田
川
は
ら
っ

ぱ
基
金
活
用
事
業
」の
活
用
団
体
を

募
集
し
ま
す
。
小
田
川
流
域
の
保
全

活
動
な
ど
に
対
す
る
助
成
事
業
で
す
。

●
申
込
期
限　

4
月
7
日（
金
）

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

建
設
デ
ザ
イ
ン
課　

管
理
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
１
５
７

●
日
時　

３
月
26
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～

●
場
所　

龍
王
公
園

●
内
容　

ダ
ン
ス
発
表
会
／
無
料�

　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
／
屋
台
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
Ｒ
ｙ
ｕ
ｏ
ｗ

☎
０
８
９
３
（
４
４
）６
６
６
０

くらしの情報

う
ち
こ
福
祉
館
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

集

募

し

催

　五十崎出身の洋画家、上岡美
平没後80年の節目として、作品
などの展示会を企画しています。
今後の研究や調査に役立てるた
め、美平に関するエピソードな
どを知っている人は、情報をお
寄せください。
●募集期間　～６月30日（金）

【情報提供・問い合わせ】
町並・地域振興課　伝統文化施
設係
☎０８９３（４４）２１１８

上岡美平のエピソードを募集

は
ら
っ
ぱ
基
金
を
活
用
し
て

小
田
川
を
守
ろ
う

春
を
楽
し
も
う

「
龍
王
さ
く
ら
ま
つ
り
」

国
家
公
務
員
採
用
試
験
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●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館

●
入
場
料　

無
料

《
わ
い
わ
い
喫
茶
》

●
日
時　

４
月
３
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

●
場
所　

う
ち
こ
福
祉
館

●
参
加
費　

無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

う
ち
こ
福
祉
館

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
３
４
１
０

《
う
ち
こ
人
権
映
画
祭
》

●
上
映
作
品

　
『
あ
ん
』

　

ど
ら
焼
き
屋
を
舞
台
に
、
元
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
の
老
女
が
、
尊
厳
を
失

わ
ず
に
生
き
よ
う
と
す
る
姿
を
丁
寧

に
描
い
た
作
品
。

●
上
映
日　

３
月
13
日（
月
）

●
上
映
時
間
な
ど

①
午
後
２
時
～

　

対
象　

内
子
中
学
校
３
年
生

　
　
　
　

一
般（
15
人
程
度
）

②
午
後
７
時
～

　

対
象　

一
般

　

交
通
事
故
な
ど
で
け
が
を
し
て
、

病
院
に
か
か
っ
た
場
合
に
、
見
舞
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

●
掛
け
金　

大
人
＝
７
０
０
円
／
子

　

ど
も（
平
成
14
年
４
月
２
日
以
降

　

生
ま
れ
）＝
３
０
０
円

●
見
舞
金
の
支
払
額

　
※
交
通
事
故
証
明
書
の
提
出
が
な
い

　

場
合
の
支
払
額
は
２
分
の
１
。

●
申
込
方
法　

３
月
中
に
区
の
代
表

　

者
を
通
じ
て
加
入
申
込
書
を
配
布

　

し
ま
す
の
で
、
掛
け
金
を
添
え
て

　

区
の
取
り
ま
と
め
の
人
に
申
し
込

　

ん
で
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

総
務
課　

危
機
管
理
班

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
６
１
５
０

　

は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
摩
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
受
け
る
人
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
補
助
券
を
交
付
し
ま
す
。　

●
対
象
年
齢
／
補
助
の
内
容

▽
40
～
64
歳
／
１
回　

７
０
０
円

▽
65
歳
以
上
／
１
回　

１
０
０
０
円

※
補
助
券
は
１
人
に
つ
き
、
年
度
内

　

４
枚
を
限
度
と
し
ま
す
。

●
申
請
方
法

　

印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
保
健
福
祉

　

課
・
内
子
分
庁
・
小
田
支
所
の
い

　

ず
れ
か
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
受
付　

３
月
21
日（
火
）
～

●
町
内
の
指
定
施
術
者
（
敬
称
略
）

　
《
内
子
地
区
》
山
田
明
／
門
田
浩

　

／
山
岡
愛
利
／
橋
本
洋
三
／
石
丸

　

千
鳥
／
宮
内
幸
子《
五
十
崎
地
区
》

　

小
島
誠
二
／
中
野
晴
夫
／
松
森
弘

　

孝
／
岡
山
浩
子
／
中
岡
正
行《
小

　

田
地
区
》古
田
勝
美

【
問
い
合
わ
せ
】

保
健
福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
係

☎
０
８
９
３
（
４
４
）
６
１
５
４

映画のポスター

等
級

災
害
の
程
度

支
払
額

１

死
亡

100
万
円

２

治
療
実
日
数
が

２
０
０
日
以
上

15
万
円

３

同
１
０
０
日
以
上

２
０
０
日
未
満

12
万
円

４

同
70
日
以
上

１
０
０
日
未
満

10
万
円

５

同
50
日
以
上

70
日
未
満

８
万
円

６

同
30
日
以
上

50
日
未
満

６
万
円

７

同
16
日
以
上

30
日
未
満

３
万
円

８

同
７
日
以
上

16
日
未
満

２
万
円

交
通
災
害
制
度
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

知

ら

せ

お

補
助
券
を
使
っ
て

マ
ッ
サ
ー
ジ
に
行
こ
う

う
ち
こ
福
祉
館
の
行
事
案
内

　記念すべき第20回目の100円商店街
は、商品もイベントも盛りだくさんで
す。ぜひお越しください。
●日時　３月12日（日）
　���������午前11時～午後３時
●場所　内子本町商店街
●主な内容　午後一セール／わなげ／�
　100円ころがし／ 500円ガチャポン
　／巨大ちらし寿司など

【主催・問い合わせ】
内子まちづくり商店街協同組合
☎０８９３（４４）２０６６

お得で楽しいお買い物

「うちこ100円商店街」

100円玉を持って
　　商店街に行くニャー
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大切な人のＳＯＳに気付こう

　春は入学や就職などがあり、環境が大きく変化
します。新たな生活への期待とともに、緊張や不
安などを感じる人も多いはず――。いつもと様子
の違う人がいたら、もしかすると「うつ病」など
の心の病気かもしれません。周りに次のような症
状の人はいませんか。もし見かけたら、「どうし
たの？」と声を掛け、じっくり話を聴いてあげて
ください。必要なら専門機関につなげましょう。
●周りの人 うつ病チェック
□以前より表情が暗く、元気がない
□体調不良の訴え（身体の痛みや、だるさを感じ
　る）が多くなった
□仕事や家事がはかどらない、ミスが増えた
□周囲との交流を避けるようになった
□遅刻・早退・欠勤（欠席）が増えた
□趣味やスポーツ、外出をしなくなった
□お酒を飲む量が増えた

●あなたも誰かの「ゲートキーパー」
　ゲートキーパーは「命の門番」ともいわれます。
悩んでいる人に気付き、声を掛けたり、話を聞い
たりし、必要な支援につなげ、見守る人のことで
す。周りの人が変化に気付き、手を差し伸べるこ
とで、誰でもゲートキーパーになれ、大切な人の
命を守ることができます。
　保健センターでは随時、さまざまな心の相談を
受け付けています。もし悩んでいることがあれば
相談してみませんか。

【問い合わせ】
地域医療・健康増進センター（保健センター）
☎０８９３（４４）６１５５

●母子保健

日 時間 場所 対象

３（月）午前９時30分
～ 10時30分 小田保健センター

乳幼児４（火）午前９時30分
～ 11時 内子保健センター

６（木）午前９時30分
～ 10時30分 五十崎保健センター

育児相談

日 受付時間 場所 対象

５（水）午後１時
～１時15分

内子
保健センター

26年２・３月
生まれ

３歳児健康診査

日 受付時間 場所 対象

７（金）午後１時
～１時15分

内子
保健センター

27年８・９月
生まれ

１歳６カ月児健康診査

【申込・問い合わせ】
地域医療・健康増進センター（保健センター）
☎０８９３（４４）６１５５

月の健康カレンダー４

教室名 場所 対象者 回数

い喜い喜教室 町民会館 おおむね65
歳以上

月２回
はつらつビクス 六日市

自治会館 65歳以上

いきがい
チェアービクス

大瀬自治
センター 65歳以上

トライ＆トライ
教室

小田保健
センター 65歳以上

29年度転倒予防運動教室参加者募集

※各教室への参加を希望される人は、３月 31
　日までに地域医療・健康増進センターにお申
　し込みください。

日 受付時間 場所 対象

20（木）午前９時30分
～ 10時

内子
保健センター

28年２・３月
生まれ

１歳Ｃｏｍｅかむ教室（虫歯予防教室）

時間 場所 対象 回数
午前９時30分
～午後１時 各保健センター 40歳以上

の男性 年５回

ダンディ教室参加者募集

●成人保健



人のうごき

日 病院名 電話番号
月・火 市立大洲病院 0893（24）2151
水 加戸病院 0893（44）5500

木
日中：大洲記念病院 0893（25）2022
夜間：市立八幡浜総合病院 0894（22）3211

金・土・日 大洲中央病院 0893（24）4551

●救急病院

（敬称略／１月６日～２月５日届出分）
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日時：13（木）・27（木）の午前10時～午後３時30分
場所：内子自治センター　※出張相談は予約制です。
予約・問い合わせ：松山西年金事務所
　　　　　　　　　☎089（925）5110

●年金１日相談

日時：11（火）の午前９時30分～正午
場所：町民会館／林業センター
問い合わせ：総務課　☎0893（44）6150

●行政相談

日時：11（火）の午前９時30分～正午
場所：内子分庁
※心配ごと相談は予約制です。前日までに電話でお申
　し込みください。
問い合わせ：内子町社会福祉協議会　☎0893（44）3820

●心配ごと相談

月の相談日・救急当番医４

日 医院名 電話番号
２（日）大洲ななほしクリニック 0893（25）7710
９（日）八幡浜一次救急休日・夜間診療所 0894（24）1199
16（日）山下小児科（西予市） 0894（62）6801
23（日）ごとう小児科（大洲市） 0893（23）0510
29（土）八幡浜一次救急休日・夜間診療所 0894（24）1199
30（日）ごうお小児科医院（大洲市） 0893（24）3936

●小児在宅当番医

※けがなどの外科治療は、救急病院をご利用ください。

日時：11（火）の午前９時30分～正午
場所：内子町林業センター
問い合わせ：住民課　☎0893（44）6152

●人権相談

大村髙之進（91）内子１

栗田　幸雄（75）内子８

藤川ミツコ（84）岡第１

宮岡　久夫（89）富長
　岡　治夫（64）和田
中尾　五郎（87）和田
坂本冨美枝（78）程内
德山サダ子（90）立川中央
小泉キノヱ（91）下立山
　山　智子（87）論田２

瀧本　年男（85）上村

●おくやみ

♥林　　莉
り さ

紗　　　　　内子２

♣藤田　千
ちさと

誠　　　　　内子７

♥内海　咲
さ ら

良　　　　　内子19第2

♣久保　郁
いくと

翔　　　　　田中

♣河野　生
いづる

弦　　　　　石畳７

♥上田　芽
め い

依　　　　　柿原

●うぶごえ ―男の子 ♥女の子―

証道
裕美子
浩司
雅美
崇晴
歩
翔太
悠夏
史典
優
耕平
美希

嵜野　忠志（71）上村
船田　清市（94）八代
水本ヨリ子（87）大久喜
宮内　貞義（86）東沖
𦚰坂　福好（92）駄場
大成アサコ（90）下重松
大野　京子（58）中川西
林　マツヱ（85）東組
筒井　政俊（93）新田第２

平　　繁幸（88）恩地
岡田トシヲ（91）小田下

●まごころ銀行　
　皆様から寄付をいただきました。心からお礼申し上げます。　　   内子町社会福祉協議会

力石　浩子様（内子19第1）
重岡　勝子様（内子21）
藤川千代美様（岡第一）
舩原　　栄様（川中2）
德山　鶴雄様（川中2）

井上　　豊様（論田3）
上田とも子様（石畳7）
船田　辰雄様（八代）
西岡　高志様（古田）
大成　勝廣様（下重松）

　泉　　介斗
　平田　未来

●たかさご

髙鳥　孝雄様（亀井）
丸岡　淳子様（立石）

【一般寄付】
訪問介護事業所うちこ園内

まごころカフェ

●まちの人口
　29年２月１日現在（　）内は前月比

・人口　17,125人　（△ 35）
　　男性　8,198人（△ 18）
　　女性　8,927人（△ 17）

・世帯数　　 7,197戸（△13）

診療科目 診療時間

内科
○平日・土曜日：午後８時～ 11時
○日曜日・祝日：午前９時～午後６時

●大洲喜多休日夜間急患センター     ☎0893(23)1156

※当センターの診療は応急措置のみです。休日や夜間に急に　
　具合が悪くなった、中学生以上の人が診察できます。
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岩
中
ま
り
な
さ
ん
が
所
属
す
る
帝
京
第
五
高

校
・
剣
道
部
は
12
月
23
日
、「
全
国
高
等
学
校

剣
道
選
抜
大
会
愛
媛
県
予
選
会
・
団
体
戦
女
子
」

に
出
場
し
、
２
年
ぶ
り
９
度
目
の
優
勝
を
果
た

し
ま
し
た
。
３
月
27
・
28
の
両
日
、
愛
知
県
で

開
か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

岩
中
さ
ん
は
優
勝
を
か
け
た
済
美
高
校
と
の

一
戦
で
、
副
将
と
し
て
出
場
。「
仲
間
が
１
勝
し

て
１
対
０
で
渡
し
て
く
れ
た
の
で
、
流
れ
を
止

め
ず
に
大
将
に
回
す
こ
と
を
一
番
に
考
え
た
。

昨
年
の
雪
辱
を
果
た
せ
て
良
か
っ
た
」と
振
り

返
り
、
全
国
大
会
に
つ
い
て
は「
大
き
な
舞
台

で
緊
張
す
る
け
れ
ど
、
自
分
の
力
を
出
し
切
っ

て
、
先
生
や
仲
間
た
ち
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

表
し
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
総
監
督

の
二
宮
明あ

き
お夫

さ
ん
は「
岩
中
が
勝
つ
と
チ
ー
ム

に
勢
い
が
つ
く
。
上
り
調
子
な
の
で
、
全
国
大

会
で
は
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
る

は
ず
」と
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　

も
っ
と
強
く
な
り
た
い
と
同
校
に
入
学
し
た

岩
中
さ
ん
は「
練
習
が
厳
し
い
の
は
当
た
り
前
。

人
一
倍
努
力
し
て
、
メ
ン
タ
ル
を
鍛
え
た
い
」

「
ず
っ
と
応
援
し
て
く
れ
る
地
域
の
皆
さ
ん
が
、

心
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
。
今
の
自
分
が
あ
る

の
は
両
親
や
先
生
、
周
り
の
人
た
ち
の
お
陰
な

の
で
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
剣
道
と

共
に
成
長
し
ま
す
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

  

岩
中　

ま
り
な
さ
ん（
帝
京
第
五
高
校
２
年
）＝
本
川
＝

一
意
専
心
で
高
み
を
目
指
し
、

全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会
へ
―
―

◎全国制覇２回など、数々のトロフィーや盾が飾られる帝京第
五高校の武道場。部の栄光を背に、取材に応える岩中さん
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回

▽
今
回
の
「
現
場
百
景
」
は

臨
時
職
員
の
久
保
永
さ
ん
が

制
作
。
大
変
な
仕
事
を
当
た

り
前
の
よ
う
に
こ
な
す
―
。

内
子
に
は
、
そ
ん
な
格
好
い

い
大
人
た
ち
の
姿
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
今
後
も
不
定

期
で
掲
載
し
ま
す
の
で
、
紹

介
し
た
い
現
場
な
ど
が
あ
れ

ば
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
裕
）

▽
内
子
高
校
生
の
英
語
ガ
イ

ド
は
、
内
子
町
外
国
語
ガ
イ

ド
の
会
の
「
後
継
者
を
育
成

し
た
い
」と
い
う
思
い
も
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
取

り
組
み
を
継
続
し
て
、
世
界

か
ら
来
た
お
客
さ
ん
を
も
て

な
す
ガ
イ
ド
が
増
え
た
ら
う

れ
し
い
で
す
ね
（
健
）


